
　花巻城跡の発掘調査では屋根瓦が多く出土しています。この瓦は

「燻瓦」と呼ばれる銀色から灰色の色合いを持つ瓦です。瓦を作る

最終工程で燻すため色付き、名前もここに由来しています。

　燻瓦は、御殿が建っていた本丸から丸瓦・平瓦・軒丸瓦、行政施

設等が集中していた二之丸からは丸瓦・平瓦が見つかっています。

武家屋敷が並んでいた三之丸では、丸瓦・平瓦・軒丸瓦・桟瓦が見

つかっています。

　本丸から三之丸までの範囲で、燻瓦が見つかっていますが出土量

は、あまり多くありません。そのため、ある限られた建物か、ある

いは建物の一部分のみに葺かれていた可能性が考えられます。

　本丸で行われた内容確認調査で、丸瓦と平瓦の破片が出土しまし

た。丸瓦と平瓦を交互に組み合わせて葺く方法を「本瓦葺」といい、

城や寺社の屋根に見られます。このことから、本丸あるいは周辺施

設に本瓦葺の建物が在ったと考えられます。しかし、瓦の出土量が

少ないため、本丸御殿が本瓦葺であったかは今も分かっていません。
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